
水道事業評価（令和５年度）
１　事業情報 担当課

強靭

２　事業評価の概要

～

３　中間評価（事業の進捗状況）

４　終了時評価（事業の達成状況）

５　水道事業ガイドライン業務指標（PI)・独自指標

単位 目標値

実績値

単位 目標値

実績値

６　視点評価及び総合評価

視点 視点

７　今後の実施方針等

選択 意見や苦情に対する適切な対応 選択

目的に対する実施内容 選択 情報発信の実施 選択

業務のプロセス改善（創意工夫） 選択 職員の知識向上のための取組み 選択

水道事業ガイドライン業務指標（PI)・独自指標 R4 R5 R6

進捗状況
・災害発生時においても市民の救護等に支障とならないよう、救急告示医療機関への配水ルートを耐震管により0.49ｋｍ（工事
実施にあたり必要となった0.02ｋｍを含む）更新しています。

達成状況

自動計算

効率性
組織
学習投入した費用・労力に対する成果 選択 知識の伝達 選択

評価理由（特記事項） 総合評価

事業を実施する上での課題及び改善方針 今後の実施方針

選択

視点評価

有効性
説明
責任

算出式・根拠

指標名

評価項目 視点評価 評価項目

指標や目標値の達成度

算出式・根拠
（重要給水施設配水管路のうち耐震管延長/重要給水施設配水管路延長）×100
※重要給水施設‥災害拠点病院の他、重要拠点施設（第一本庁舎等も含む） 76.8

指標名 重要給水施設配水管路の耐震管率 ％ 76.9 80.1

執行状況
上半期執行額 232,745千円

事業進捗度 B 予定どおりの進捗
上半期執行率 76%

　

人件費 8,690 0%

その他 0 0

0%

賃借料 0 0 　

委託料 5,618 5,618 0

総事業費 収益的支出

0%

原材料費 0 0 　

工事費 302,078 302,078 0

取組内容、数値
目標及び

スケジュール
（単年度）

・災害発生時においても市民の救護等に支障とならないよう、救急告示医療機関への配水ルートを耐震管により
0.47ｋｍ更新します。
・工事施工にあたり、濁り水発生、出水不良及び交通渋滞等を抑制するため、施工業者と綿密に施工方法、施工
体制を確認します。

期間 令和5年4月 令和6年3月

予算額
決算額

予算額 決算額 執行率

資本的支出 単位：％

事業費計 307,696 5,618 302,078 0 0 0 0%

単位：千円 総事業費 収益的支出 資本的支出

項目 内容

基本政策
地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生活の
回復のために、社会基盤を支える企業としての役割を果たします。

事業目的
地震等の災害発生時においても市民の救護活動等に支障をきたすことのないよう、浄配水場から重要給水施設
（災害拠点病院及び救急告示医療機関）への配水ルートを優先的に耐震化します。

上水道建設課

目指すべき
方向性

基本政策 3　災害対策の推進 施　策 3-1　震災対策の強化 事　業 3-1-1　水道施設の耐震化


